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夏の交通事故防止運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
こ
と
で
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も

の
交
通
事
故
や
、
夏
の
解
放
感
か

ら
起
こ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
市
内
で
は
３
人

の
方
が
交
通
事
故
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
お
り
、
脇
見
な
ど
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ぼ
ん
や
り
運
転
が
主
な

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
自

転
車
利
用
者
、
す
べ
て
の
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
し
な
い
限
り
、
事
故
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。

　

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、「
自

分
は
運
転
に
自
信
が
あ
る
か
ら
大

丈
夫
」
で
は
な
く
、「
気
を
付
け

な
け
れ
ば
自
分
も
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
、

あ
ら
ゆ
る
危
険
を
想
定
し
な
が
ら

運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
過
ぎ
な
い
よ
う
、
安

全
な
速
度
で
走
行
し
、
交
差
点
や

危
険
箇
所
で
の
安
全
確
認
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず

左
側
を
走
行
し
、
信
号
や
一
時
停

止
な
ど
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ

う
。
夜
間
に
乗
る
と
き
は
、
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
だ
け
で
な

く
、
ど
の
角
度
か
ら
で
も
存
在
を

確
認
さ
れ
や
す
い
よ
う
、
自
転
車

用
反
射
材
の
使
用
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
二
人
乗
り
や
並
進
、
傘
差

し
運
転
な
ど
は
、
と
て
も
危
険
で

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

期
間

７
月
15
日
㈰
〜
24
日
㈫

市
運
動
重
点

自
転
車
お
よ
び
自
動
車
の
運
転
マ

ナ
ー
の
向
上

県
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上

寝
込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防

止街
頭
指
導

　
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
に
て

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
な
が

ら
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま

す
。

日
時　
７
月
21
日
㈯
14
時
５
分
〜

場
所　
鶴
ヶ
島
駅
西
口
商
店
会
通

り

全国一斉の緊急地震速報訓練を行います

問合先　安心安全推進課防災担当

新しい民生委員・児童委員を
紹介します
問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
た
、
全
国
一
斉
の
緊
急
地
震
速

報
訓
練
を
行
い
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
訓
練

日
時　
７
月
５
日
㈭
10
時
頃

放
送
内
容　
「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

ち
ら
は
、防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム

音
）　

緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震

で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓

練
放
送
で
す
。（
く
り
返
し
３
回
）　

こ
ち
ら
は
防
災
つ
る
が
し
ま
で

す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
。（
チ
ャ
イ
ム
音
）」

※�

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

は
、
実
際
の
緊
急
地
震
速
報
と

同
じ
警
報
音
が
流
れ
ま
す
。

※�

放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の
身

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

※�

災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

放
送
が
流
れ
る
と
、
防
災
ラ
ジ

オ
か
ら
も
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　
７
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
担
当
区
域
の
見
守
り
や
、
地

域
住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
の
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と

な
り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行

政
や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ

プ
役
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
担
当
区
域
と
氏
名

藤
金
二
区　
工く
ど
う
つ
と
む

藤
勉
さ
ん
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65歳以上の皆さんへ　介護保険は社会全体で支える仕組みです

問合先　高齢者福祉課介護保険担当

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
今
後
皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
な
ど
を
ま
か

な
う
た
め
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

を
行
い
、
介
護
保
険
制
度
を
支
え

る
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す（
７

月
上
旬
発
送
予
定
）。

◆
基
準
額
は
月
額
４
５
０
０
円

　
要
介
護
な
ど
の
認
定
を
受
け
る

方
は
増
え
続
け
、
平
成
32
年
度
に

は
３
０
８
５
人（
平
成
29
年
度
は

２
１
５
６
人
）に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
必

要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど

は
約
１
３
１
億
円
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

約
１
３
１
億
円
か
ら
公
費
分

（
国
・
県
・
市
の
負
担
分
）な
ど
を

除
き
、
基
準
と
な
る
保
険
料
額
を

算
出
し
た
結
果
、
年
額
５
万
４
０

０
０
円（
月
額
４
５
０
０
円
）に
な

り
ま
し
た
。
※
図
表
１

　
な
お
、
保
険
料
の
滞
納
が
続
く

と
、
未
納
期
間
に
応
じ
て
給
付
が

一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、
利

用
者
負
担
が
３
割
ま
た
は
４
割
に

な
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
保
険

料
は
必
ず
お
納
め
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
保
険
料
の
納
め
方

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
差
し
引
き
）

　

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢（
退

職
）年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
は
、
原
則
、
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。
前
年
か
ら
継
続
し
て

特
別
徴
収
の
方
は
、
４
・
６
・
８

月
の
仮
徴
収
と
10
・
12
・
翌
年
２

月
の
本
徴
収
と
し
て
区
別
し
て
い

ま
す
が
、
前
年
の
収
入
の
変
動
な

ど
で
、
仮
徴
収
と
本
徴
収
の
保
険

料
額
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
納
付
額

の
バ
ラ
つ
き
を
解
消
す
る
た
め

に
、
８
月
の
仮
徴
収
額
を
調
整
し

て
、
年
度
内
で
の
保
険
料
額
の
変

動
を
小
さ
く
し
、
年
度
を
通
し
て

平
均
し
た
保
険
料
額
に
近
づ
け
る

処
理
を
行
い
ま
す
。

普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
）

　
金
融
機
関・市
役
所
に
加
え
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
が
可
能
で
、
曜
日
や
時
間
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
忙
し
い
方
、
な
か
な
か

外
出
が
で
き
な
い
方
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
、
振
替
日（
納
付
期
限
の

日
）に
指
定
し
た
口
座
か
ら
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
付
期
限

を
気
に
す
る
必
要
も
な
く
、
安
心

で
す
。
※
図
表
２

　
な
お
、
保
険
料
が
完
納
さ
れ
な

い
と
き
は
、
滞
納
処
分
を
う
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※図表２
普通徴収納付期限
期　　別 納　期　限
第1期   7月31日（火）
第2期   8月31日（金）
第3期 10月  1日（月）
第4期 10月31日（水）
第5期 11月30日（金）
第6期 12月25日（火）
第7期 平成31年1月31日（木）
第8期 平成31年2月28日（木）

※図表１（合計所得金額は「収入」から「必要経費など」を控除した額です。平成30年4月1日以降は、さらに「長期譲渡所得および
短期譲渡所得に係る特別控除額」と「年金収入に係る所得額（第1〜5段階のみ）」を控除した額となります）
保険料段階 対　　象 保険料率 保険料（年額）

第1段階 ・生活保護受給者および市民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者
・市民税非課税世帯で本人の年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下の方 基準額×0.45 2万4300円

第2段階 市民税非課税世帯で本人の年金収入と合計所得金額の合計が120万円以下の方 基準額×0.70 3万7800円
第3段階 市民税非課税世帯で本人の年金収入と合計所得金額の合計が120万円を超える方 基準額×0.75 4万  500円
第4段階 世帯課税で本人非課税、かつ本人の年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下の方 基準額×0.80 4万3200円
第5段階 世帯課税で本人非課税、かつ本人の年金収入と合計所得金額の合計が80万円を超える方 基準額×1.00 5万4000円
第6段階 本人市民税課税で合計所得金額が120万円未満の方 基準額×1.15 6万2100円
第7段階 本人市民税課税で合計所得金額が120万円以上200万円未満の方 基準額×1.25 6万7500円
第8段階 本人市民税課税で合計所得金額が200万円以上300万円未満の方 基準額×1.35 7万2900円
第9段階 本人市民税課税で合計所得金額が300万円以上400万円未満の方 基準額×1.45 7万8300円
第10段階 本人市民税課税で合計所得金額が400万円以上600万円未満の方 基準額×1.55 8万3700円
第11段階 本人市民税課税で合計所得金額が600万円以上800万円未満の方 基準額×1.65 8万9100円
第12段階 本人市民税課税で合計所得金額が800万円以上1000万円未満の方 基準額×1.75 9万4500円
第13段階 本人市民税課税で合計所得金額が1000万円以上の方 基準額×1.85 9万9900円
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◆
保
険
料
の
減
免
制
度

　
法
定
減
免
の
ほ
か
、
市
独
自
の
減

免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
法
定
減
免
】

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

①
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住
宅
な

ど
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た

②
生
計
中
心
者
の
病
気
や
失
業
な
ど

に
よ
り
、
著
し
く
収
入
が
減
少
し
た

【
市
独
自
の
減
免
】

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

①
監
獄
な
ど
に
収
監
さ
れ
て
い
る

②
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

・�

世
帯
の
収
入
が
市
で
定
め
た
基
準

額
以
下
で
、
一
定
額
以
上
の
預
貯

金
な
ど
を
有
し
て
い
な
い

・�

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
健

康
保
険
や
税
法
に
お
い
て
、
課
税

者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い

・�

自
宅
以
外
に
不
動
産
な
ど
の
所
有

が
な
く
、
そ
の
評
価
額
が
一
定
額

以
下
で
あ
る

・�

住
み
替
え
の
た
め
に
、
自
宅
を
売

却
し
、
そ
の
所
得
を
新
居
の
購
入

費
に
充
て
た

◆
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
自

己
負
担
割
合
の
変
更
に
つ
い
て

　

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
平
成
30
年
８
月
１
日
以
降
、
自

己
負
担
割
合
が
２
割
ま
た
は
３
割
に

な
り
ま
す
。
※
図
表
３

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
対

象
者
の
方
に
、「
介
護
保
険
負
担
割

合
証
」
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※図表3

Ｑ：介護保険料はいつから納めるの？
Ａ：40歳になった月から納めることとなります。
　　40歳から64歳までは、加入している医療保険の保険料と合わせて納めます。
　　65歳からは、個人ごとに介護保険料を市へ納めることとなります。
Ｑ：65歳の誕生日を迎えた人の納付は？
Ａ：�65歳になった方や、他市町村から転入してきた方などは、年金からの引き落とし（特別徴収）の条件が整う
までは納付書で納める（普通徴収）こととなります。

Ｑ：納め方は選べるの？
Ａ：�介護保険法で特別徴収と普通徴収の対象者が決まっていますので、納め方を自分で選択することはできま
せん。

Ｑ：年金から差し引かれていたのに、途中から差し引かれなくなったのはどうして？
Ａ：次のような場合、年度の途中で特別徴収が中止となり、普通徴収になる場合があります。
　　年度の途中で介護保険料額や年金受給額が変更になった。
　　何らかの理由により、年金受給が一時的に止まった。
　　年金を担保に融資を受けた。など
Ｑ：サービスを利用しなくても保険料は払うの？納めた保険料は返してもらえるの？
Ａ：保険料は、地域の介護サービスを賄う大切な財源になっています。
　　�このため、医療保険と同様に保険料をお返しすることはありません。介護保険は、助け合いの精神に基づ
く社会のしくみです。どうぞご理解ください。

Ｑ：保険料を滞納するとどうなるの？
Ａ：�災害など特別な事情がないのに、保険料を滞納すると、介護保険サービスを利用する際に次の措置を受け
ることがあります。

　　1　�納期限から1年以上滞納すると、利用したサービス費用を一旦全額自己負担することになります。※後に、
支払った費用のうち本来の自己負担を除く費用を市が払い戻すことになります。

　　2　�1年6か月間滞納すると、保険給付の支払いの全部または一部を差止め、差し止めた給付額から滞納額を
控除します。

　　3　�2年間滞納を続けると、未納期間に応じ、自己負担が3割または4割に変わります。また、高額介護サー
ビス費などの支給も受けられなくなります。

65歳以上
の方

本人が市民
税を課税さ
れている

3割

2割

1割

1割

1割

本人の合計所得
金額が220万円
以上

（「その他の合計所得金額」とは、合計所得金額から年金収入に係る所得額を除いた額です）

本人の合計所得
金額が160万円以
上220万円未満

年金収入＋その他の合計所得金額が
同一世帯に65歳以上の方（本人含む）

1人の場合：340万円以上
2人以上の場合：463万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額が
同一世帯に65歳以上の方（本人含む）

1人の場合：280万円以上
2人以上の場合：346万円以上本人の合計所得

金額が160万円
未満

いいえ

いいえ

はい

はい

本人が市民
税非課税、
または生活
保護を受給

介護保険料のＱ＆Ａ
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国民健康保険および後期高齢者医療『限度額適用認定証』の交付・更新のお知らせ

問合先　保険年金課国民健康保険担当・高齢者医療担当

　
入
院
や
通
院
に
よ
り
１
か
月
に

支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が

一
定
額
を
超
え
る
と
き
に
は
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る

と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
を
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
認
定
は
、
申
請
月
か
ら
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
交
付
を
し

て
い
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

や
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
な
ど
は
有
効
期
限

が
７
月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま

す
。

　
必
要
な
方
は
、
７
月
20
日
㈮
よ

り
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
と
本

人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

・�

住
民
税
決
定
証
明
書
な
ど（
平

成
30
年
１
月
２
日
以
降
鶴
ヶ
島

市
に
転
入
し
即
日
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
の
み
）

申
請
が
不
要
な
方

国
民
健
康
保
険
の
場
合

　
70
歳
以
上
で
所
得
区
分
「
課
税

所
得
６
９
０
万
円
以
上
」ま
た
は
、

「
一
般
」
に
該
当
す
る
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合

　
「
平
成
29
年
度
中
に
交
付
さ
れ

て
い
る
方（
※
）」、「
課
税
所
得
６

９
０
万
円
以
上
」ま
た
は
、「
一
般
」

に
該
当
す
る
方

　
な
お
、
平
成
29
年
度
に
未
交
付

で
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
、
住

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

平
成
30
年
度
も
非
課
税
世
帯
に

属
し
て
い
る
方
に
は
、
市
か
ら

減
額
認
定
証
を
発
送
し
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額

　
年
齢
、
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
世
帯
に
税
の
申
告
を

し
て
い
な
い
方
が
い
る
と
、
限
度

額
が
最
上
位
所
得
者
と
な
り
ま

す
。

　
保
険
税（
保
険
料
）に
滞
納
が
あ

る
と
認
定
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

区分 所得要件 限度額 入院時食事代3回目まで 4回目以降（※2）

上位所得者
ア 901万円超（※1） 25万2600円＋

（医療費−84万2000円）×1％ 14万100円

1食460円
（一部260円の場合が

あります）

イ 600万円超〜901万円以下
（※1）

16万7400円＋
（医療費−55万8000円）×1％ 9万3000円

一　　　般 ウ 210万円超〜600万円以下
（※1）

8万100円＋
（医療費−26万7000円）×1％ 4万4400円

エ 210万円以下（※1） 5万7600円

住　民　税
非課税世帯 オ 住民税非課税 3万5400円 2万4600円

過去1年間の入院が
90日以内 1食210円
91日以上 1食160円

※1　国民健康保険税算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額など
※2　過去12か月に3回以上の高額療養費に該当した世帯の4回目以降の自己負担限度額

70歳以上の方の自己負担限度額（月額）※平成30年8月1日から現役並み所得者と一般の自己負担限度額が変わります

所得区分 限度額 入院時食事代外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 4回目以降（※5）

現役並み
所得者（※1）

課税所得690万円以上 25万2600円＋（医療費−84万2000円）×1％ 14万100円
1食460円

（一部260円の場合が
あります）

課税所得380万円以上 16万7400円＋（医療費−55万8000円）×1％ 9万3000円
課税所得145万円以上 8万100円＋（医療費−26万7000円）×1％

4万4400円一　　　 　　般 1万8000円（年間上限
額14万4000円）（※4） 5万7600円

低所得者Ⅱ（※2） 8000円 2万4600円
過去1年間の入院が
90日以内 1食210円
91日以上 1食160円

低所得者Ⅰ（※3） 8000円 1万5000円 1食100円
※1　現役並み所得者は、住民税課税所得145万円以上の被保険者がいる方
※2　同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税の方
※3　�同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として

計算）を差し引いたときに0円の方
※4　当年8月から翌年7月までの期間
※5　過去12か月に3回以上の高額療養費に該当した世帯の4回目以降の自己負担限度額
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簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
新
規
に
保
険
税
に
か
か
る
口
座

振
替
の
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
、

「
つ
る
ゴ
ン
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す（
個
数

限
定
）。

　
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

国民健康保険税の納税通知書を送付します

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
加

入
世
帯
の
人
数
、
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
市
税
で
す
。

　
今
年
度
分
の
納
税
通
知
書
は
７

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
が
、
７
月

11
日
㈬
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
税
は
世
帯
主
が
納
め
ま
す

　

世
帯
主
が
国
保
加
入
者（
被
保

険
者
）か
に
関
わ
ら
ず
、
納
税
義

務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
税
の
算
定
は
加

入
者
の
み
で
計
算
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
通
知
書
の
ほ
か
、

被
保
険
者
証
の
送
付
や
未
納
の
場

合
の
督
促
状
な
ど
も
、
す
べ
て
世

帯
主
あ
て
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
め
方

　
国
保
加
入
者
が
65
歳
以
上
の
方

の
み
の
世
帯
で
年
金
を
受
給
し
て

い
る
世
帯
主
の
方
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
保
険
税
は

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
め
忘
れ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
の
加

算
や
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
滞
納
が
続
く
と
短
期
被
保
険
者

証
や
資
格
証
明
書
の
代
替
発
行
、

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
な
ど

の
給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

非
自
発
的
失
業
者（
特
定
受
給
資

格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
）

は
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
会
社
の
都
合
で
離
職
さ
れ
た
方

の
保
険
税
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象

　
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
で
あ

り
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

交
付
を
受
け
、
そ
の
理
由
が
非
自

発
的
失
業
で
あ
る
方

軽
減
期
間　

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

申
告
に
必
要
な
も
の

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
認

印
、
保
険
証

平成30年度国民健康保険税･算出方法

課税の基礎 医療分
（0〜74歳）

後期分
（0〜74歳）

介護分
（40〜64歳）

所得割額
（平成29年中の
所得金額−33万円）×

右の税率
7.4％ 1.5％ 0.9％

均等割額 被保険者1人に
ついて 1万7000円 1万円 9000円

世帯課税限度額 54万円 19万円 16万円

つるごんハンドタオル
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国民年金保険料免除・納付猶予制度

問合先　保険年金課国民年金担当

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」、
保
険
料
の

全
部
が
猶
予
さ
れ
る
「
納
付
猶
予

制
度
」 

が
申
請
で
き
ま
す
。

　
「
全
額
免
除
・
一
部
免
除
」
は
、

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
審
査
対
象
と
な
り
、「
納

付
猶
予
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
審
査
対
象（
た
だ
し
、

50
歳
未
満
の
方
）に
な
り
ま
す
。

申
請
期
間　
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
。
過
年
度
分
は
２
年
１
か
月

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き

ま
す
。

申
請
書
類　

退
職
し
た
場
合
は
、

失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

な
ど
公
的
機
関
の
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を

継
続
で
申
請
し
、
承
認
さ
れ
た
方

は
、
窓
口
で
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
継
続
申
請
の

方
に
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
審
査

結
果
が
10
月
頃
ま
で
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。

保
険
料
の
追
納

　
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
古
い
順
に
追
納
で

き
ま
す
。
納
め
た
保
険
料
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た

年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
金
額
を
加
算
し
て
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
は
保
険
料
を
追
納

し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
承
認
さ

れ
た
免
除
の
種
類
に
応
じ
て
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
に
計
算
さ
れ

ま
す
。

被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新
を
行
い

ま
す

　
現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
そ
れ
に
伴
い
一
斉
更
新
を
行

い
ま
す
。
被
保
険
者
証
は
７
月
中

旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
受
け
取
り
の
際
は
、
印
鑑
が

必
要
で
す
。
７
月
中
に
届
か
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
分
保
険
料
の
納
付
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

納
付
方
法

①
年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法（
特

別
徴
収
）　

年
金
が
年
額
18
万
円

以
上
の
方
は
、
年
６
回
の
年
金
定

期
支
払
い
の
際
に
、
年
金
の
受
給

額
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
か
れ
ま
す
。

②
納
付
通
知
書
な
ど
で
納
め
る
方

法（
普
通
徴
収
）　
納
付
通
知
書
で

金
融
機
関
に
て
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
算
出
方
法

①
所
得
割
額

（
平
成
29
年
中
の
所
得
金
額
︱
33

万
円
）×
７
・
86
％

②
均
等
割
額

年
間
４
万
１
７
０
０
円

　
①
と
②
の
合
計
額
が
１
年
間
の

保
険
料
と
な
り
ま
す（
賦
課
限
度

額
は
62
万
円
で
す
。
低
所
得
の
方

は
、
保
険
料
軽
減
措
置
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
）。

保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
た
場
合
は
、
通
常
の
被
保

険
者
証
に
替
え
て
短
期
被
保
険
者

証（
通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
有

効
期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
）を

交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

納
付
が
困
難

に
な
っ
た
場
合

は
、
お
早
め
に

納
付
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い
。

犯罪や非行からの立ち
直りを支える地域の力
問合先　福祉政策課

全
国
的
な
運
動
で
、
本
年
で
68
回

目
で
す
。

　
７
月
は
、
そ
の
強
調
月
間
と
し

て
、
川
越
地
区
保
護
司
会
鶴
ヶ
島

支
部
が
中
心
と
な
り
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

問合先　保険年金課高齢者医療担当

感謝状を受賞
問合先　
地域活動推進課

　
５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務

省
関
東
管
区
行
政
評
価
局
「
行
政

相
談
委
員
全
体
会
議
」
に
て
、
市

行
政
相
談
委
員
の
福ふ
く

島し
ま

房ふ
さ

子こ

さ
ん

が
行
政
評
価
局
長
感
謝
状
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
相
談
業
務
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し

て
、
行
政
評
価
局
長
か
ら
表
彰
が

あ
っ
た
も
の
で
す
。

平成29年度版
（平成30年7月まで）：紺色
→平成30年度版
（平成30年8月以降）：茶色
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消防情報

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部　☎281・3119

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
臨
時
離
発
着
場

が
増
え
ま
し
た
！

　
傷
病
者
が
早
い
段
階
で
診
察
お

よ
び
高
度
医
療
が
受
け
ら
れ
る
救

急
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
臨
時
離
発
着
場
に
、

富
士
見
中
央
近
隣
公
園
、
鶴
ヶ
島

南
近
隣
公
園
が
新
た
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
お
よ
び

離
陸
す
る
際
、
消
防
本
部
で
安
全

管
理
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
指

示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

平
成
29
年
度
情
報
公
開
な
ど
の
実

施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報
公
開
制
度

・�

情
報
公
開
請
求　
全
部
公
開
１

件
、
一
部
公
開
１
件

・
任
意
的
公
開　
全
部
公
開
１
件

個
人
情
報
保
護
制
度

・�

個
人
情
報
開
示
請
求　
一
部
開

示　
１
件

　

政
治
家（
候
補
者
お
よ
び
候
補

者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
）

が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て

寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期

や
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
治
家
に
対
し
、
寄
附

を
す
る
よ
う
に
勧
誘
や
要
求
を
す

る
こ
と
も
、禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
附
は
現
金
に
限
ら
ず
、
お
中

元
や
お
歳
暮
、
お
祭
り
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
へ
の
飲
食
物
の
差
し
入

れ
、
慶
弔
時
の
花
輪
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

・�

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈

ら
な
い
！

・�

有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求

め
な
い
！

　
４
月
26
日
に
「
高
倉
ふ
る
さ
と

づ
く
り
の
会（
会
長　

関せ
き

口ぐ
ち

文ふ
み

雄お

さ
ん　

下
段
写
真
右
側
）」
が
、

埼
玉
県
多
面
的
機
能
支
援
推
進
会

議
か
ら
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
ぐ
る
み
で

農
村
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
県
農
業
大
学
校
跡
地
で
実
施
し

て
い
る
環
境
影
響
評
価
に
つ
い

て
、
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例

第
19
条
に
基
づ
き
、「（
仮
称
）圏

央
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
東

側
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係

る
環
境
影
響
評
価
書
」
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　
７
月
13
日
㈮
〜
27
日

㈮（
平
日
の
み
）

縦
覧
場
所　
市
都
市
計
画
課
、
県

環
境
政
策
課
ほ
か　
※
関
係
図
書

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

・�

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附

は
受
け
取
ら
な
い
！

の
「
三
な
い
運
動
」
を
実
施
し
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

13	 Tsurugashima　2018.07

寄附禁止　ルールを守って　明るい選挙

問合先　選挙管理委員会

農地を守るふるさとづくりに貢献

問合先　農業交流センター　☎279・3335

環境影響評価書の縦覧のお知らせ
問合先　県環境政策課
☎048・830・3041

県HP
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高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
燃

や
す
ご
み
の
約
50
％
が
水
分
で

す
。「
生
ご
み
」
の
水
分
を
減
ら

す
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
・
Ｃ
Ｏ

2
削
減
に
役
立
ち
ま
す
。

簡
単
に
で
き
る
水
切
り
参
考
例

・�

野
菜
な
ど
は
、
い
ら
な
い
皮
を

む
い
て
か
ら
洗
い
、
不
要
な
部

分
は
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

・�

三
角
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
水
気
の

あ
る
も
の
だ
け
を
入
れ
、
余
分

　

特
定
家
庭
用
機
器（
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）は
、
川

角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
処
分
で

き
な
い
た
め
、
ご
み
集
積
所
に
は

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
買
っ
た
お
店
、
ま
た
は
買
い
換

え
る
お
店
へ
相
談
し
処
分
す
る

②
自
分
で
指
定
引
取
場
所
へ
運
搬

す
る

　
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
「
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券｣

を
使
用
し
、「
リ

サ
イ
ク
ル
料
金｣

を
振
り
込
み
ま

す（
廃
棄
物
１
台
に
付
き｢
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券｣

は
１
枚
で
す
） 

。

　

指
定
引
取
場
所（
※
）に
連
絡

し
、
搬
入
受
付
日
時
を
確
認
し
搬

入
し
ま
す
。

③
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

　
②
と
同
様
に｢

家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券｣

を
使
用
し
、｢

リ
サ
イ
ク

ル
料
金｣

を
振
り
込
み
ま
す
。

　
特
定
家
庭
用
機
器
取
扱
い
の
業

者（
※
）へ
依
頼
し
ま
す
。

※�

平
成
30
年
度
ご
み
と
資
源
の
分

け
方
・
出
し
方
７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
は
、
正
し
い
使
い
方
と

適
正
な
管
理
を
行
わ
な
い
と
、
河

川
の
水
質
悪
化
や
悪
臭
の
発
生
原

因
と
な
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
使
用

上
の
規
則
、
保
守
点
検
お
よ
び
清

掃
は
、
浄
化
槽
法
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

適
正
な
管
理

保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
規
模
や
処
理
方
式
に

よ
り
法
律
で
定
め
ら
れ
た
回
数
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

点
検
は
、
専
門
業
者（
埼
玉
県
登

録
業
者
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど

の
引
き
抜
き
、
機
器
の
洗
浄
は
、

年
に
１
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
が
許
可
し
た
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

・�

設
置
後
の
水
質
関
係
検
査（
７

条
検
査
）

　
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
が
適
正
に

施
工
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
検
査
で
す
。

・
定
期
水
質
検
査（
11
条
検
査
）

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
適
正
に

行
わ
れ
、
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
か
確
認
す
る
検
査
で
す
。

　
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
と
は
別

に
、
必
ず
毎
年
１
回
受
け
な
け
れ

な
水
分
を
吸
わ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・�

生
ご
み
を
出
す
前
に
、
手
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
底
な
ど
で
押
し

た
り
、
振
っ
た
り
し
て
水
切
り

を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

日
に
干
す
な
ど
し
て
乾
燥
さ
せ

る
と
、
よ
り
良
い
で
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
む
こ
と

で
、
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ば
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
の
申
込
先
と
検
査
機
関

埼
玉
県
環
境
検
査
研
究
協
会（
☎

０
４
８・６
４
９・５
１
５
１
）

浄
化
槽
に
関
す
る
各
種
届
出

　
浄
化
槽
の
使
用
を
開
始
し
た
と

き
や
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
な
ど

は
、
届
出
書
な
ど
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

浄
化
槽
へ
の
転
換
に
補
助
金

　
現
在
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
住

宅
に
設
置
し
て
あ
る
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽（
５
人
～
10
人

槽
）に
転
換
す
る
場
合
、
設
置
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額（
平
成
30
年
度
上
限
額
）

　
５
人
槽　
58
万
７
０
０
０
円　
　
　
　
　
　

　
７
人
槽　
64
万
１
０
０
０
円

　
10
人
槽　
73
万
１
０
０
０
円

申
請
期
限　
12
月
28
日
㈮　
※
予

算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

手
続
き　
補
助
金
の
交
付
に
あ
た

っ
て
は
、
転
換
す
る
浄
化
槽
が
環

境
配
慮
型
で
あ
る
こ
と
や
、
対
象

地
域
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
着
工
前
に
交
付
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
着
工

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄化槽を正しく使って水環境を守りましょう

提出・問合先　生活環境課環境保全担当

テレビなどの処分方法

問合先　生活環境課環境推進担当

水切りでごみの減量化にご協力を

問合先　生活環境課環境推進担当

詳細は
市HPから
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ふるさと納税などの寄附金の活用報告

問合先　産業振興課商工労政担当

　
平
成
29
年
度
に
、
市
内
外
の
皆

さ
ん
か
ら
、
多
く
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
寄
附
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
か
ら
の

繰
入
金
２
億
８
０
０
０
万
円
を
充

当
し
、
様
々
な
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
寄
附
金
の
活
用
予
定

（
主
な
も
の
）

　
民
間
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

の
運
営
支
援
、
小
学
校
の
校
外
活

動
へ
の
支
援
、
中
学
校
の
部
活
動

へ
の
支
援
、
小
中
学
校
に
お
け
る

地
域
英
語
教
材
の
充
実
、
小
中
学

校
の
円
滑
な
学
級
運
営
の
支
援
、

地
域
支
え
合
い
協
議
会
の
活
動
支

援
、
健
康
遊
具
の
整
備
と
健
康
運

動
の
充
実
、
公
園
遊
具
の
整
備
・

修
繕
お
よ
び
公
園
・
緑
地
な
ど
の

適
切
な
維
持
管
理
、
図
書
館
指
定

管
理
者
に
よ
る
講
座
な
ど
の
充

実
、
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
た

創
業
支
援
、
企
業
の
市
内
へ
の
転

入
促
進

平成29年度の寄附受入の状況

寄附金活用の指定メニュー 件数 寄附額

未来を担う子どもたちを応援する事業 3024 9234万1000円

地域で支え合う健康・福祉のまちづくりのための事業 674 2937万6389円

身近な緑の保全と地球温暖化防止のための事業 747 1985万7000円

文化・芸術活動を振興するための事業 337 1136万2000円

活力に満ちたまちづくりのための事業 818 2255万2100円

指定なし 1373 4148万円

合　　計 6973 2億1696万8489円

ふるさと納税分 6968 2億434万3532円

事業名 事業費 充当額 内容

未来を担う子どもたちを応援
する事業 6億8706万円 1億2800万円 民間保育所などの運営支援、中学校の部活動の

支援などに活用

地域で支え合う健康・福祉の
まちづくりのための事業 6566万8000円 2500万円 高齢化に対応した近隣公園トイレの改修、地域

支え合い協議会の活動支援などに活用

身近な緑の保全と地球温暖化
防止のための事業 1億6695万2000円 3100万円 防犯灯のＬＥＤ化、公園・緑地の適切な維持管

理などに活用

文化・芸術活動を振興するた
めの事業 1億8728万9000円 1300万円 脚折雨乞行事をモチーフとした巨大切り絵の制

作、小中学校の図書館図書の充実などに活用

活力に満ちたまちづくりのた
めの事業 1億4445万3000円 2700万円 動画を活用した市の魅力発信、産業まつり・桜

まつりの開催支援などに活用

市長が使途を指定する事業 2億2228万円 5600万円 こども医療費助成事業などに活用

合　　計 14億7370万2000円 2億8000万円

平成29年度の寄附の活用実績

ふるさと納税フェアにおける吹奏
楽部の演奏


